










































































③当時の MSW への普及が意図された専門的知識の分野 
がどのようなものであったかが読み取れる。 
④事例研究に紙数が割かれており、重要性が伺われる。 
⑤結核だけでなく薬物依存症も当時の医療社会事業が対
応を求められた重要な疾患であったことが伺われる。 
 
【結論】ソーシャルワークに関する専門教育機関から輩出
された従事者がまだ少なく、近隣に同業者も乏しい中、手
探りでの実践を余儀なくされていた 1950 年代当時の
MSW たちにとって、発足したばかりの全国組織から会報
を通じて配信される専門的な情報は、各地の動静を知る手
段というだけでなく、資質向上を目指す現任者にとって極
めて貴重なテキストとしての役割も担っていたといえる。 
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